
平成２６年度 鎌ケ谷市環境美化対策推進協議会 第２回会議 会議録 

 

１  開催日時：平成２６年６月２４日（火）１４：００～１５：１５ 

 

２  会  場：鎌ケ谷市役所本庁舎 ６階 第１・第２委員会室 

 

３  出 席 者：①委員 １４名   

菅野勝利会長、田中満副会長、鎌田義弘副会長、古瀬洋司委員、片平房子

委員、遠藤尚子委員、須田康子委員、有山高臣委員、樋口宏次委員、鈴木

有光委員、川崎幸子委員、鈴木和子委員、川上輝委員、土岐都子委員 

       ②事務局 ３名  

小金谷クリーン推進課長、山﨑業務係長、澤田主事 

③説明員 ２名 

吉松道路河川管理課長補佐、荒木主査補 

４ 傍聴者 なし 

５  会 議 

   議事録署名人の選出：名簿登載順により遠藤尚子委員、有山高臣委員を選出 

会長を議長として議事進行 

 （１）その他（道路愛護活動について） 

    本市道路河川管理課より、道路愛護活動及び環境美化推進団体への周知に関する

説明 

    会 長：道路河川管理課の説明に何かご意見ご質問等があるか。 

    委 員：どの道の植栽を対象としているのか。 

    管理課：全部の市道を対象にしている。  

    委 員：好きな花を植えていいのか。 

    管理課：好きな花を植えていただいて構わない。 

    委 員：愛護団体の団体数については、どのように伸びてきているのか。 

    管理課：当初は４団体、平成２２年度が７団体、平成２３年度１２団体、平成２

４年度１５団体、平成２５年度１７団体となっている。 

     →その他特に意見もなく、道路河川管理課職員の退出 

 

（２）ごみの散乱のない快適なまちづくりキャンペーンについて 

   事務局よりごみの散乱のない快適なまちづくりキャンペーンについて説明。 

   会 長：事務局の説明に対し、何かご意見等はあるか。 

   委 員：どのような感じでキャンペーンを進めるのか。 

   事務局：新鎌ケ谷駅では自由通路、東武鎌ケ谷駅では西口と東口のロータリーを

利用して、普及啓発物資を通行人にお配りする形となる。 



   委 員：個人情報保護スタンプの作成費用はどのくらいなのか。 

 事務局：ウェットティッシュとあまり変わらない費用で作成ができる。 

   委 員：何時ごろ集まればいいのか。 

   事務局：後日、委員の方に対し、詳しい内容等を通知する。 

    →その他、異議なく承認される。 

 

（３）リサイクルフェアについて 

   事務局よりリサイクルフェアに関する説明 

   会 長：事務局の説明に対し、何か意見等はないか。 

委 員：リサイクルフェアはどのように進めるのか。 

   事務局：ブースを設けて、鉄道会社から提供される傘や粗大ごみ等から出る家具

を販売する予定である。 

     →その他、異議なく承認される。 

 

（４）その他（平成２６年度環境美化運動実施結果の報告について） 

   事務局より環境美化運動の実施結果について報告 

   会 長：事務局の説明に対し、何か意見等はないか。 

委 員：対象外品が半分近く減少したということは、大変喜ばしいことである。 

委 員：対象外品禁止に関する啓発が広まったのか、偶然こうなったのかは来年

度にならないと分からない。 

委 員：環境美化運動から１ヶ月が経過するが、調書の出ていない自治会がある

というのはおかしくないか。 

事務局：こちらとしてはお願いしている立場なので、提出の強制は難しい。 

 →その他、異議なく承認される。 

 

（５）その他（環境美化運動参加者の保険対応について） 

   事務局より環境美化運動参加者の保険対応について説明 

   会 長：事務局の説明に関し、何かご意見等はないか。 

委 員：市の主催事業なら大丈夫で、環境美化対策推進協議会の主催だと市民総

合賠償保障保険は適用されないということか。 

   事務局：そういうことである。 

   委 員：それは大変不可解である。実際に事故が起きた場合、市民は市の行事な

のだから市の責任だと解釈すると思うがどのように考えるのか。 

   事務局：保険の適用対象外であるということは、保険会社の判断なのでなんとも

言えない。 

   委 員：仮に協議会で保険に入った場合、どのくらいの費用がかかるのか。 

   事務局：保険の種類にもよるが、４０～５０万円程度かかると思われる。 



   委 員：次回の協議会までに、保険に関する費用等の詳細なデータをいただきた

い。 

   事務局：了解した。 

 

その他特になく閉会 

 

会議録署名人の署名 

 

以上、会議の経過を記載し、相違ないことを証するために次に署名する。 

 

平成２６年 ７月 ３日 

氏名   有山 高臣   

 

氏名   遠藤 尚子   

 


